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２０４０年問題

６５歳以上人口がピークに（約4,000万人：2042年に3,935万人）

→団塊ジュニア世代（1971～74年生まれ）が65歳以上

→高齢者人口の約3割が「85歳以上」

→団塊ジュニア世代は，就職氷河期・ロスジェネ世代
（非正規雇用，低生涯賃金，低年金，低貯蓄，未婚，独居）

生産年齢人口（15～64歳）の減少（約6,000万人）

→1人の高齢者を１．５人の現役世代で支える

→高齢者世代の「高齢化」「貧困化」「孤独化」により，現役世代に
かかる重みが増加（量的な面だけでなく，質的にも）

※「支える人」を増やす。「支えられる人」の重さを軽く。
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２０４０年問題への対応

２０４０年を展望した社会保障・働き方改革本部のとりまとめ

について （厚生労働省保険局，2019年)

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/other-syakaihosyou_306350_00001.html

令和2年版厚生労働白書 －令和時代の社会保障と働き方を

考える－ （厚生労働省，2020年）

https://www.mhlw.go.jp/stf/wp/hakusyo/kousei/19/

自治体戦略2040構想研究会 第一次・第二次報告

（総務省，2018年）

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/jichitai2040/index.html

3

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/other-syakaihosyou_306350_00001.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/wp/hakusyo/kousei/19/
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/jichitai2040/index.html


出典：２０４０年を展望した社会保障・働き方改革本部のとりまとめについて
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八王子市高齢者計画・第8期介護保険事業計画

5出典：高齢者計画・介護保険事業計画 特集号（八王子市福祉部高齢者いきいき課，2021)



プロダクティブ･エイジングとは

 「高齢者はプロダクティブである」 ロバート・バトラー（1982）

→有償労働（就労）に限定して「生産性」を評価するのではなく
高齢者が行っている多くの無償労働（家事・介護・ボランティア
活動等）にも目を向けるべき

高齢者の能力を過少評価する「エイジズム（年齢差別）」への反論

高齢社会に対する「悲観的な考え方」から「積極的な考え方」へと
発想の転換を促す

 プロダクティブ･エイジングの意義

• 生産年齢人口の減少への対応→高齢者も就労やボランティア活動
等で社会を支える側に

• 社会保障費の増大，医療・介護保険財政の逼迫→社会貢献活動に
より健康増進・介護予防
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抑うつ傾向 自尊感情
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↓

↑

↑↑

↑↑

↑

出典： Sugihara, et al. (2007)， 杉原 (2004, 2005)

プロダクティブな活動と心身の健康との関連

全国55～64歳の追跡調査

身体機能
障害

認知機能
障害

有償労働

ボランティア活動

家庭内無償労働

プロダクティブな
活動の総時間

↓
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↓↓↓

↓↓↓

全国70歳以上の追跡調査



8出典：国際的にみた日本人高齢者のプロダクティビティ（杉原，2020)

プロダクティブな活動の定義
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